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近年、わが国の研究者の手により、日本と欧米の先史学研究に
お
け
る
学
問
的
潮
流
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
反
省
し
新
た
な
視
点
か
ら研究を開拓してゆこうとする動きが目立つようになってきた。
渡
辺
仁
一
九
八
五
「
ヒ
ト
は
な
ぜ
立
ち
あ
が
っ
た
か
（
生
態
学
的
仮
説
と
展
望
筐
東
京
大
学
出
版
会
、
安
斎
正
人
一
九
九
○
『
無
文
字
社
会
の
考
古
学
』
・
六
興
出
版
、
渡
辺
仁
一
九
九
○
『
縄
文
式
階
層
化
社
会
』
・
六
興
出
版
な
ど
に
続
き
、
本
書
も
そ
の
一
連
の
成
果
の
一
つ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こうした背景には、一九七○年代後半から本格的に全国で行わ
れ
た
大
規
模
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
膨
大
な
資
料
群
の
取
扱
い
方に問題がある。地中に埋まった遺物を発掘する事によって研究
資料を増加させてゆく考古学のような学問は、資料群の全体的な
状況に応じて、分析法・分析結果・解釈などの変更はやむをえな
い。学問は、歴史的に定型化した姿を表すものではなく、時代の
要
求
に
応
じ
て
不
断
の
見
直
し
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
問
に
終
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
辺
の
事
情
を
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。
日
本
の
旧
石
器
考
古
学
の
方
法
は
、
そ
れ
ま
で
、
遺
跡
で
出
土
し
た
石
八書評と紹介Ｖ
佐
藤
宏
之
署
「
日
本
旧
石
器
文
化
の
構
造
と
進
化
』
書
評
と
紹
介
金
山
喜
昭
器の形態や製作技術上の特徴を分析していくつかの類型に分
け、各類型を直接人間集団を指示する単位と承なして、その
時
間
的
・
空
間
的
配
置
を
検
討
し
、
こ
う
し
た
様
相
を
地
域
間
の
伝
播
と
集
団
固
有
の
系
統
を
使
っ
て
説
明
す
る
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
地
域
を
単
位
と
し
た
石
器
群
の
類
型
的
な
類
似
や
特
定
の
石
器
製作技術は、集団や地域社会の示準と考えられ、隣接した地
域に似通った技術的要素が存在する場合、必然的に人間の集
団
移
動
の
結
果
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
方
法
に
よる解釈は、調査事例の比較的少なかった七○年代前半以前
には一定の有効性を持っていたが、それ以降の調査事例の増
大
に
伴
な
い
、
資
料
と
解
釈
の
間
に
著
し
い
矛
盾
を
招
い
た
。
つまり、本書は、従来のような単純な伝播系統論による．〈ラダ
イムを崩して、人類学・民族学・社会学・生態学などの諸科学と
システム論・構造論。進化論などの諸概念を考古学の方法論に適
応する形に再構築し、多様で膨大な考古学データに応用して新た
な．ハラダイムを形成することを目的とするものである。
本書は大きく分けて次のような構成からなっている。
Ｉ、旧石器文化研究の歴史と方法
一、日本旧石器時代研究の研究史と。〈ラダイム・シフト
ニ、伝播系統論から地域進化適応論へ
三、先史考古学における新しい石器研究のための操作概念
Ⅱ
、
前
・
中
期
旧
石
器
時
代
一、時代設定と遺跡
二
、
後
期
旧
石
器
時
代
へ
の
移
行
七
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三、へら形石器の機能論的研究
Ⅲ、後期旧石器時代前半期
一、研究の視点と展望
二、初期二極構造（その機能論的アプローチ）
三、二極構造論の提唱（台形様石器の登場）
四
、
前
半
期
の
日
本
列
島
の
様
相
と
遺
跡
の
年
代
編
成
Ⅳ
、
後
期
旧
石
器
時
代
後
半
期
一
、
前
半
期
か
ら
後
半
期
へ
（
等
質
性
か
ら
地
域
性
○
二、地域性の成立（中部高地「尖頭器文化」の再検討）
三
、
後
半
期
研
究
の
課
題
四、後期旧石器時代の変革と縄紋時代への移行（定住型狩猟
採
集
戦
略
の
開
発
と
生
態
適
応
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
変
化
）
ｌ
は
、
ま
ず
今
ま
で
日
本
旧
石
器
考
古
学
が
停
滞
し
て
き
た
原
因
を
研
究
史を辿ることによって明らかにしている。ここでは研究史を三段
階
に
区
分
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
第
二
段
階
に
お
け
る
戸
沢
充
則
の
研
究
評
価
は
注
目
さ
れ
る
。
著
者
は
、
戸
沢
の
研
究
法
を
、
①
遺
跡
内
の
遺
物
の分布を個体別資料の同定とその分布及び接合資料の分布に基づ
き
詳
細
に
分
析
し
て
、
人
間
行
動
を
立
体
的
に
復
元
し
た
遺
跡
内
構
造
論
。
②分析の単位となる石器群の理論的抽出と概念規定を行った石器
文化論。③石器文化論に基づき、日本列島の石器群の地域的体系
を
は
じ
め
て
論
じ
た
石
器
文
化
構
造
論
の
三
者
に
大
別
し
て
い
る
。
そ
し
て、日本旧石器考古学の。〈ラダイム形成はここに原因があること
を指摘する。そして、その停滞から脱するために民族学や人類学
の方法論である生態学的思考法（生態系概念、適応戦略説など）
法
政
史
学
第
四
十
五
号
と進化論的思考法（新社会進化論、技術進化、一般進化／特殊進
化など）から検討する必要性を説き、従来の伝播系統論以上に地
域的な進化・適応論の立場を主張している。また、ここでは新た
な石器研究の用語や概念として「相同／相似」「互換性」「親和性」
「先適応」なども提案している。
Ｉ～Ⅳは、ｌで述べられた方法論的な手続きに基づいて前期旧
石器時代から後期旧石器時代終末までの歴史的評価について分析
検討している。
Ｉでは、日本列島における前期旧石器時代の資料は極めて少な
いながらも、その特質は草原的環境適応型のアシュール系ハンド
アックス石器群の北方に広がる森林的環境適応型の小型剥片石器
群
に
共
通
す
る
様
相
と
ゑ
て
い
る
。
中
期
旧
石
期
時
代
に
な
る
と
東
ア
ジ
ア
的剥片石器群の影響を強く受けながら、日本列島に在地的な独自
の文化要素を次第に発展させ、次の後期旧石器時代へ自律的に連
続するものとして考えている。中期旧石期時代から後期旧石期時
代を架構する示準的石器として、へら形石器を重要な器種に位置
付け、分析が行われている。
Ⅲは、後期旧石器時代になると、日本列島はナイフ形石器と石
刃・縦長剥片剥離技術によって代表される独自文化が形成される
一方、中期旧石器時代以来連続する求心的な剥片剥離技術による
台形様石器と共に、二極構造が成立することが述べられている。
つまり著者は、二極構造によって当時の社会は複数の技術システ
ムを同時に保有しており、適応の各場において、選択的・互換的
に発現していたように理解する。これは、それまでナイフ形石器
一
八
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群以外にも横長・幅広剥片剥離技術をもつ石器群が存在すること
について、別系統の集団あるいは社会によるものだという従来の
伝播論的解釈に一石を投じるものである。更に、後期旧石器時代
前半期には、複数の多様な生態系利用のためのシステム化した技
術
系
を
も
っ
て
い
る
が
、
全
国
的
な
石
器
群
構
造
の
等
質
性
な
ど
か
ら
み
て、地域社会化は未達成の段階だとしており、前半期と後半期の
境
界
は
Ⅵ
層
期
に
相
当
す
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
Ⅳは、Ⅳ層期を等質的社会・集団構造から地域性一が分節化して
ゆく移行期と位置付け、その後に特徴的に見られる石刃・縦長剥
片剥離技術の表現形態が各地域ごとに多様であり、新しい角錐状
石
器
や
尖
頭
器
な
ど
新
た
な
器
種
が
登
場
す
る
。
こ
れ
を
著
者
は
、
地
域
的
及
び
生
態
的
な
適
応
が
豊
か
に
な
っ
た
結
果
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
材
の
原
産
地
を
本
格
的
に
開
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
地
域
性
確
立
の
重要な要因として扱っている。それは、地域の生態系への高度の
適応特殊化を各地域の集団が進化させた結果、地域性の成立・地
域集団の分節化・社会構造の複雑化・同盟関係の構築・準部族的
な社会の出現などの重要な先史社会上の変化が現われたとしてい
る。また、このことは地域的な石材受給システムを出現させ、瀬
戸内型と関東型のような仮説を提示している。
さ
て
、
本
書
の
内
容
は
、
細
部
に
お
い
て
は
ま
だ
多
く
の
指
摘
や
提
示
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
若
干
の
感
想
を
述
行われているが、旅
べ
て
終
り
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
本
書
の
全
体
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
旧
石
器
時
代
研究はまさに総合学の段階に達したということである。しかし、
書
評
と
紹
介
そのわりに利用する情報や資料は限られている。考古資料は全国
的に豊富に収集しているものの、動植物などの自然遺物データや
そ
の
方
面
の
成
果
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
気
に
か
か
る。これはむしろ適当な情報が少ないために活用できなかったか
もしれないが、著者が主張する新しい。ハラダイム作りにはやや問
題が残ろう。つまり著者は、伝播系統論から脱却するための新た
な方法論の一つに生態学を導入している訳であるが、生態系を形
成する情報が現状ではまだ不足している。そのため、著者が石器
群構造の変化を歴史的に評価する只後期旧石器時代）前半期を通
じて、こうした生態適応戦略の特殊化・深化が進行した結果、後
半期に至り、本格的な地域生態系開発のための地域的な開発戦略
の単位化が成立するものと思われる」といった見解は、十分理解
することはできない。この辺については、今後の関連分野の成果
を更に増加して、説を補強していかれることを望ふたい。また、
著者は中位理論として民族考古学が不可欠であることも指摘して
いるが、その辺の具体的な実践は今後に期待したいところであ
る。本書によって、わが国の先史時代研究における理論的・方法論
的な再検討が行われ、更に活発な議論が行われることを期待した
い。
〔一九九二年七月刊一一一、八○○円一一一六一一頁柏書房〕
一
二
九
Hosei University RepositoryUniversity Repository
本
書
に
は
長
短
二
一
篇
の
論
考
を
収
録
し
て
い
る
。
１
蘭
学
発
達
史
序
説
２
近
世
末
期
に
お
け
る
学
制
と
洋
学
の
発
達
に
関
す
る
一
考
察
３
審
書
調
所
の
創
一
設
４
審
書
調
所
の
科
学
及
び
技
術
部
門
に
就
い
て
５
徳
川
幕
府
の
英
国
留
学
生
６
我
が
国
最
初
の
露
国
留
学
生
に
就
い
て
７
露
国
留
学
生
派
遣
の
顛
末
８
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
箸
「フレガート．、ハルラダ」の邦訳について９露使「プーチャ
チ
ン
」
の
日
本
渡
航
路
、
伊
豆
戸
田
浦
に
お
け
る
露
人
の
造
船
事
業
Ⅱ
徳
川
幕
府
の
造
船
業
⑫
市
川
兼
恭
旧
幕
末
の
独
逸
学
と
市
川
兼
恭
Ｍ
市
川
盛
三
郎
応
高
畠
五
郎
肥
高
畠
五
郎
・
追
記
Ⅳ
露
和
杣
珍
字
彙
と
編
者
高
須
治
輔
氏
の
経
歴
に
就
い
て
肥
花
心
蝶
思
録
の
著
者
高
須
治
助
氏
の
生
涯
旧
東
条
英
庵
加
松
平
忠
固
と
赤
松
小
三
郎
Ⅲ
市
川
文吉
送
別
文
執
筆
者
略
伝
著者原平三氏（一九○八～一九四五）は長野県上田市に生れ、
松本高等学校を経て、東京帝国大学文学部国史学科を昭和八年に
卒業、文部省維新史料編纂事務局に入り、のち維新史料編纂官に
昇進したが、昭和十九年六月召集入隊、翌二十年四月フィリピン
で戦死された。この間三十篇近い大小の論考を「史学雑誌』『歴
史地理』『歴史学研究』『伝記』その他各誌などに発表され、本書
原
平
三
箸
『幕末洋学史の研究』
法
政
史
学
第
四
十
五
号
安
岡
昭
男
に収録されていない「天訣組挙兵始末老」「征韓論と明治六年十月
の政変」「シーポルト事件と和蘭通詞猪俣源三郎」などもある。
本書の内容を大別すれば、⑩蘭学（祥学）の発達、②洋学研究
機関、③海外留学生、③造船事業、などとなろう。いずれも着実
な基礎的・実証的な論考で、その後研究が進んだ現在でも学問的
価値を失わない。市川兼恭については、優に一冊の伝記書をなす
ほどの質量を擁する研究で、戦後一時出版の企画が中断したもの
という。発表以後に、例えば７ロシア留学生に関しては内藤遂著
『遣魯伝習生始末」（一九四三東洋堂）、近年、皿送別文執筆者の
黒田行次郎について平田守衞著『黒田麹濾と「漂荒紀事」」（一九
九
○
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
な
ど
も
出
て
い
る
し
、
宮
永
孝
氏
（
本
学
社会学部）による一連の海外使節。留学生に関する論著がある。
その中で本書は後進研究者が必ず参照すべき基本書といえよう。
戦後も存命ならば、幕末洋学史研究の第一人者として活躍された
ことであろうと惜しまれてならない。
本書が共同研究論文集の『幕末の洋学』（中山茂編一九八四
ミネルヴァ書房）、好個の概説書『洋学』（沼田次郎箸一九九
｜吉川弘文館）についで、また蘭学資料研究会の解消に代わる
洋学史学会発足に続いて刊行されたことは、まことに意義深い。
本書が世に出るまでには故人の長女小見寿さんをはじめ、維新
史料編纂事業を共にした小西四郎氏（元本学講師）の多大の尽力
が
あ
り
、
本
学
関
係
者
で
は
児
玉
幸
多
氏
（
元
兼
任
教
授
）
が
序
文
を
寄
せ、交遊が深かった人々として、斎藤忠・杉本勲・豊田武・渡辺
保・桃裕行の諸氏、維新史料編纂事務局では藤井甚太郎・森谷秀
○
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亮・遠山茂樹各氏、以上いずれも本学の教授または講師を経歴さ
れている。交友関係者で最高齢は文学部国史学科昭和三年卒業の
大久保利謙氏二九○○～）で『幕末維新の洋学』を含む歴史
著作集全八巻が（吉川弘文館）完結目前である。
本書の出版を地下の著者はもとより、「蘭学の発達」（岩波講座
日本歴史一九三四）の著者板澤武雄博士（一八九五～一九六二
本学教授）も喜ばれているであろう。
なお別に編まれた『原平三追悼文集』（非売品）によって故人
の人柄を偲ぶことができる。
〔
一
九
九
二
年
四
月
刊
九
、
八
○
○
円
Ａ
５
判
三
七
四
頁
新
人
物
往来社〕書評
と
紹
介
【会員編著書抄】
星
野
良
作
箸
『広開士王碑研究の軌跡」
吉
川
弘
文
館
平
成
三
前
川
明
久
著
「日本古代政治の展開』法政大学出版局平成三
石
井
正
敏
共
編
『アジアのなかの日本史』全六巻
東京大学出版会平成四
斉
藤
勉
著
「中央本線四一九列車』
の
ん
ぶ
る
舎
平
成
四
佐
藤
宏
之
箸
『日本旧石器文化の構造と進化』柏書一房平成四
安
岡
昭
男
編
『近現代史用語事典」
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